
シクラペンの組織培養によるつぼみ内組織からの増殖

1　試験のねらい

　　シクラメンを組織培養で増殖し、優良品種、系統のクP一ン菌を供給する技術を確立するのが

　目的である。シクラメソは全身に内生菌が生息するため、組織の表面殺菌を確実にしても培養が

　困難である。そこで菌の内生が及ぱないとみられるつぽみを内組織を用いて、増殖法を検討した。

2　試験方法

　　まず花柱組織を培養しれ品種ショバンの開花株を用い、長さ8～15㎜のつぽみを殺菌後、花

　柱を摘出し表一1の5種の培地（基本組成は1■3MS無機塩、MSビタミン、ショ糖3％、ゲル

　ライト0．3％、PH5．6，以下の試験は植物生長調節物質を除いて基本組成は全て同じ）を用い

　て25℃の暗黒下で培養しれ第1培地を用いた培養で出芽した芽の葉柄部分を約3舳こ切断し、

　NAA0・02，BA0．2η■Zの培地に置床した。第2回継代培養からは、芽を付けたまま2～3分

　割し、同じ培地に置床しこれを7代培養まで繰り返した。培養はすべて20℃の暗黒下で行った。

　　花柱の培養が可能なので、その他のつぼみ内組織の培養を検討した。品種リスト、シニ。一ベル

　ト、ショパソ、ヒュールパークの開花株を用い、長さ8～15㎜のつぽみを花柱培養と同じく殺

　菌後、花柱、子房、子房壁、籍基都、花弁、がくを摘出し（図一1参照）、NAAO．1，B　A1．0

　卿■Zの培地に置床し、置床47目目に同じ培地に継代移植した。培養は25℃の暗黒下で行った。

3．試験結果およぴ考察

　　花柱の培養は第1培地（早AA0・1，BA1・0η■Z）で出芽が多かった（表一1、写真一1）。

　出芽した芽の葉柄部分を分割し培養すると、基の部分が肥大し塊茎に類似した組織となった。初

　代培養では組織片の出芽率は14％と低いが、継代培養を繰り返すことにより出芽組織片数は多

　くなりI7代培養では99％の組織で出芽し、平均出芽本数も13．1本と多かづた。

　　その他の組織を含めたつぽみ内組織の培養における雑菌汚染率をみると花柱が9．8％と最も低

　く、次に菊華部（13－2％）、花弁（16・8％）、子房壁（18・9％）、子房（3αO％）の順に汚染率が

　高くなる。がくはすぺて雑菌に汚染されており（表一3）、がく組織までは内生菌が生息してい

　．るものと考えられる。花柱組織からの試験で最も出芽組織の多かった培地であるNAA0．1，B　A

　1・0η■必を用いたつぽみ内組織（花柱、子房壁、菊基部、花弁、子房）の培養では、籍基部で

　の出芽が多く5品種平均で出芽組織片率55％、一平均出芽本数1．4本であった。子房壁は35％、

　0・5本、花柱は26％、O．7本であっれ品種で比較する・とバッハは花柱、鶏基部で出芽が多く、

　シ呂一ベルトは子房壁で多かっ旭品勧こより培養に適した組織が異なることを示し（表r4）、

　花弁及び子房ではまったく出芽しなかった。

4．成果の要約

　　つぽみ内組織を培養し、花柱、菊、・子房壁の組織から増殖できることを明らかにした。．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　生物工学部大橋一夫）
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表一1　花柱の培養

培堆　　植蠣物貢竈度（回9／1）

番号　NAA　BA　　adenin

2

4

5

O．1

O．1

O．1

O．1

O．1

1．O

1．O

1．O

1．O

2．O

注）置床53日目胴童

子房

子房堕

がく

図一1

花柱

100

200

400

置床5㎜

籔　　以上

18

19

18

15

19

瀞心

碕 蘭堵簑部位

　　　　　　花弁培養部位

つぽみ組織培養部位

肥犬穫度　　　出芽組

3～　2．9㎜讐片籔
4．9日回　以下　　（％）

3　　6　　　9　　4（22〕

142　33（16〕
6　　7　　　5　　3（17）

1　4　　10　　0（O）

5　8　　6　0（0〕

　　軍均
出芽出芽

本数本籔

11

9

6

表一2 葉柄肥大部の分割培養での出芽

培饗　堵養　蟹床　出芽棚峨　平均出
回籔　圓数　　籔　　片敷（％）　芽本敗

’1

O．6　2

　　　　30．5

O．3

O

4

5

6

0　7

34

31

26

29

30

21

28

14

31

20

40

58

120

280

2（1州

12（39）

11（55、

30‘？5）

57（98）

工12（93）

278（99）

O．4

3．2

4．7

15．8

12．4

12．7

13．1

注）堵地はNAAO．02，BA0，208／1

写真一1花柱組織からの出芽

表一4　つぽみ組織の培養

出芽本籔

表一3

粗讐

部位　　晶竈　　　冒床籔

花

つぼみ組織培養での　　柱
雑菌汚染率

粗繊

部位　　供試数

花柱

子房堕

花弁

子房

がく

295

238

52ユ

250

100

50

舵菌汚染

数（％）　　　子

29（　9．8）　房

45（18．9）壁

69（13．2）一

42（16．8）

30（30．0）

50（100．ω

リスト　　　　　30
シューペルト　　10
パソハ　　　　　12
ショパン　　　　12
フユールパーク　10
　　肘　　　　　74

リスト　　　　　50
シューペルト　　17
パッハ　　　　　17
ショパン　　　　19

フユールパーク　15
　　計　　　　工18

　　リスト　　　　132
約　　シューペルト　　42

　　バッハ　　　　　51
基　　ショパン　　　　48

　　フユー’レパーク　42

部　　計　　　315

出芽数
（％）　　5㎜以上　3～4oo2㎜以下

　8（27〕

　1（1O）

　6（50）

　3（25）

　1（10）

19（26）

26（52）

10（59〕

　2（12）

　3（16）

　O（0）

41（35）

　74（56）

　19（45）

　39（76〕

25（52）

　15（36）

172（55）

0
0
2
1
0．

3

4
1
0
0
0
5
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　0

13
　2

　0
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　6

　0

10
　2

0
18

　4

　2

　2

　5

　0

13

　70
　7
　28
　11
　33
149

　6

　4

12
　4

　3

29

20
12
　1

　3

　d

36

118
2■6

　57
　27
　39
267

　　平均出

耐　茅本迭

12
　4

24
　7

　3

50

28
15
　3

　8

　0
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　33
　98
　4◎
　72
438

O．4

0．4

2．◎

O．6
0．3
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O．6
0．9
0．2
0，4

　0
0．5

1．5

0．8
1．9

0．8
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注）置床後88日目鯛査，NAA0．1，BA1．0日g／工を用い，47日目に同培地に診植
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